獄中での手紙　（水野）
　手紙の接受の回数
　受刑者が手紙を受け取る回数に制限はない。受刑者が親族等に手紙を発信する回数については、新法改正前は面会回数とおなじだった。改正後は月４回（週１回）の発信は保障する（刑事収容施設及び被収容者等の処遇に関する法律（以下新法と呼ぶ）130条２項）。　
　手紙の内容に関する注意事項
　受刑者が受け取る手紙の内容は刑務所でチェック（検閲）される。チェックの結果、暗号、符合が用いられていたり、施設の管理運営に支障を及ぼすような内容だと認められた場合は、その部分が消されたり、発受信そのものが認められないことがある。受刑者に送った手紙の受信が許可されなかった場合、その手紙は刑務所で保管され、受刑者の釈放の際にもらいうけることになる。
　なお、懲罰をうけると、１週間から２カ月は手紙の発受が禁止される

　
　筆記具について
　新法40条３号により、筆記具は貸与される。また、自弁のものを使用することも可能。
　昇級による制限の緩和
　昇級があれば手紙の発信回数は４回から５回になる。また、上級者になると
手紙のチェックを受けずに発受ができるようになる。これらの基準は個々の具体的事情の下に各施設が判断する。
　私見
　手紙の検閲は、プライバシーの侵害にあたるが、受刑者が外部の者と協力して脱走を試みるなど、保安上の観点からはある程度制限されてもやむを得ないと思われる。実際にどの程度の手紙の内容が許されるかどうかは刑務所の裁量であろう。
　しかし、やむを得ないといっても、恣意的に刑務所側が懲罰制度を利用することで、手紙の発受の自由が不当に制約されるおそれがあるのではないか。
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�「懲罰中」っていつ？


�具体的な基準があれば補足願います。





